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重要です｡ 通学, 通勤や買い物, 通院などのための施設が充実していることなども, 広い意味
での環境条件であると考えられます｡ このような生活者のための環境を守り育てていくことは,
｢環境都市｣ には欠かせません｡
しかし, 現代の都市には, 生活者にとって居心地がよいだけではなく, 都市の外に必要以上
の負荷をかけない ｢環境に配慮した都市｣ であるという視点が非常に重要です｡ ｢都市｣ を経
済学的に見ると, その最大の特徴は一定の地域に人口や経済活動の集積が見られることである
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図１ ｢環境都市｣ の条件とは？
いることが必要です｡ したがって, 都市生活を支えるために必要なエネルギーや食料などの消




プリント｣ という概念を広めています｡ これは, 生活の様々な側面で消費されるエネルギー,
食料その他農産物を永続的に生産するためには地球上のどれだけの面積を必要とするかを計算
するもので, 平均的な日本人一人の生活を支えるためには約７  が必要であると言われてい
ます｡ エコロジカル・フットプリントの面積は, 消費の多い先進国で大きく, 中でも国土の面
積が大きく運輸・交通部門でのエネルギー消費の多いアメリカ, オーストラリアなどで最大と
なっています｡ アメリカの一人当たりフットプリントは    で, 地球上の人々全てが彼らと
同様の生活をすると, これを支えるためには３個以上の地球が必要になってしまいます｡  世紀における都市の変容を見る上で, 交通・通信技術の変化は特に重要です｡ 多くの国で,
所得の増大とともに自動車の保有率が上昇してきました｡ また, 地方部では１回の移動の距離
が長く, また代わりに利用できる公共交通機関も少ないため自動車を利用することの利便性が
大きく, 自動車がより急速に普及しました｡ この傾向も全世界でほぼ共通しています｡ 図２は,    年３月における日本の各都道府県の人口密度と自動車保有台数の関係をグラフにしたもの
ですが, 明らかに, 人口密度が小さいほど１世帯当たりの自動車保有台数が多いという相関関
係が認められます｡ １世帯当たりの自動車保有台数が１台に満たないのは人口密度が１   当
















ッパの国々で,     (路面電車) を復活させ, その周囲に住宅, 商店や公共施設を集中させ
るコンパクト・シティへの取り組みを進めています｡ また, 米国のボストンや韓国のソウルな
どで, 自動車時代の象徴であった高速道路を撤去あるいは地下化し, その跡地に緑地や河川な
ど歩行者に優しく都市を活性化する空間を整備する試みも見られます｡ 私たちにも, 自分にと
って便利で快適であるだけでなく, 様々な人が自立した生活を営むことができ, さらに環境負
荷の小さな都市を守り育てる努力をすることが求められています｡
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